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(2)年頭のあいさつ

会  

長

進 

藤

　榮 

一

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
村
農
業
委
員
会
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
播
種
間
近
の
暴
風
に
よ

り
、
田
植
え
作
業
の
遅
れ
も
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
Ｊ
Ａ
大
潟
村
の
迅

速
な
対
応
に
助
け
ら
れ
大
き
な
遅

れ
も
な
く
、
田
植
え
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
安
心
し
た
所
で
す
。

　
収
穫
作
業
を
終
え
て
み
れ
ば
、

大
潟
村
は
稲
作
・
畑
作
と
も
近
年

に
な
く
高
収
量
で
推
移
し
た
よ
う

で
す
。
特
に
水
稲
は
作
況
指
数
１

０
８
と
い
う
最
近
に
は
な
い
高
収

量
と
高
品
質
で
し
た
。
農
家
所
得

の
減
少
傾
向
の
中
で
、
少
し
で
も

多
く
収
穫
で
き
ま
し
た
こ
と
は
農

家
に
と
っ
て
誠
に
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。

　
昨
年
11
月
16
日
、
衆
議
院
が
解

散
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
を
と
り

ま
く
環
境
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
、

予
断
を
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
環
太
平
洋
連
携
協
定
・
雇

用
問
題
・
デ
フ
レ
・
年
金
・
食
の

安
全
性
の
問
題
な
ど
難
問
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
農
家
就
業

人
口
は
平
成
七
年
か
ら
平
成
二
十

二
年
ま
で
の
十
五
年
間
で
４
１
４

万
人
か
ら
２
６
１
万
人
と
１
５
３

万
人
の
減
少
と
な
り
、
農
業
従
事

者
の
平
均
年
齢
は
六
十
六
才
と
な

り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
も
年
２
回
管
内
の

農
地
を
Ｊ
Ａ
大
潟
村
、
大
潟
土
地

改
良
区
の
ご
協
力
の
も
と
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
効
率
の
悪
い
十
ア
ー
ル
未
満

の
不
作
付
地
が
、
所
々
に
見
受
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
周
辺
農
業
委

員
会
に
協
力
を
も
と
め
な
が
ら
、

隣
接
の
農
家
に
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ

よ
う
適
性
な
管
理
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
日
本
の
農
地

の
作
付
放
棄
地
の
拡
大
を
防
ぐ
観

点
か
ら
、
青
年
就
農
者
の
確
保
が

急
務
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
年
間
四
十
才
未
満
の
若
い

人
が
、
一
万
五
千
人
新
し
く
農
業

に
従
事
し
て
い
る
数
字
が
あ
り
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
三
割
の
若
い

人
は
就
農
後
離
農
し
て
お
り
、
政

府
は
農
地
の
荒
廃
を
と
ど
め
る
に

は
、
青
年
新
規
就
農
者
が
年
間
二

万
人
必
要
と
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）
年
間
百
五
十
万
円
を
最
長
五

年
間
給
付
の
創
設
に
よ
り
、
徐
々

に
定
着
の
き
ざ
し
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
成

長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
む
す
び
に
、
農
家
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
の
新
し
き
年

が
よ
り
佳
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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(3) 第 5 6 回秋田県農業委員大会報告

　
第
56
回
秋
田
県
農
業
委
員
大

会
は
、
参
加
者
５
６
０
人
を

得
て
、
平
成
24
年
度
11
月
５
日

能
代
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
。

大
会
は
、
例
年
の
如
く
永
年
勤

続
農
業
委
員
等
の
表
彰
、
被
表

彰
代
表
者
の
謝
辞
等
が
あ
り
、

そ
の
あ
と
大
会
運
営
委
員
長
の

報
告
が
あ
っ
て
、
議
長
団
選
出

に
よ
り
議
事
に
入
っ
た
。
こ
の

大
会
で
例
年
と
違
っ
た
の
は
、

二
田
孝
治
県
農
業
会
議
会
長

が
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
国

会
議
員
に
、
冒
頭
挨
拶
の
中
で
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
ど
う
い
う

考
え
か
聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と

い
う
要
望
に
対
し
て
、
出
席
４

人
の
国
会
議
員
が
、
力
強
く
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
と
発
言
し
た

こ
と
だ
っ
た
。

　
議
事
案
件
は
大
き
く
三
件
に

く
く
ら
れ
る
。
そ
の
内
主
な
も

の
を
拾
う
と
、
「
戸
別
所
得
補

償
制
度
の
財
源
確
保
と
安
定
運

用
に
向
け
た
法
別
化
」
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の

事
前
協
議
打
ち
切
り
」
「
農
地

集
積
の
支
援
強
化
」
「
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
」
を
政
府
に
要

望
す
る
こ
と
で
あ
る
。
案
件
は

駆
け
足
の
よ
う
な
審
議
の
中
、

満
場
一
致
で
決
ま
っ
た
。

　
駆
け
足
に
な
っ
た
の
は
、
次

の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
「
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
、
各
農
業
委
員
会
か
ら
出

た
要
望
を
ベ
ー
ス
に
会
長
会
や

常
任
委
員
会
や
再
度
各
農
業
委

員
会
で
検
討
し
議
題
と
決
定
し

た
」
と
い
う
大
会
運
営
委
員

長
の
発
言
を
受
け
て
議
長
は
、

「
今
回
の
議
案
は
皆
の
総
意
な

の
で
、
動
議
、
文
言
の
修
正
を

認
め
な
い
」
と
宣
言
し
た
こ
と
。

第
二
に
司
会
者
が
開
会
の
冒
頭

に
三
時
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
と

宣
言
し
た
せ
い
か
、
議
長
の
議

事
進
行
は
早
か
っ
た
こ
と
。
第

三
に
案
件
の
説
明
が
終
わ
る
と
、

会
場
か
ら
す
か
さ
ず
「
異
議
な

し
」
の
コ
ー
ル
が
相
次
い
だ
か

ら
で
あ
る
。
実
は
私
は
質
問

し
よ
う
と
思
っ
て
手
を
挙
げ
た

が
、
「
異
議
な
し
」
の
コ
ー
ル

に
「
質
問
！
」
の
声
は
消
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
質
問
し
た
か
っ
た
事
項
は
、

棚
上
げ
備
蓄
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
六
月
食
用
に
四
万
ト
ン
放

出
し
、
十
一
月
に
は
加
工
用
に

八
万
ト
ン
放
出
が
決
定
さ
れ
た
。

米
価
を
安
定
さ
せ
る
の
は
、
生

産
調
整
と
棚
上
げ
備
蓄
が
不
可

欠
で
あ
る
。
民
主
党
は
選
挙
公

約
で
三
百
万
ト
ン
の
棚
上
げ
備

蓄
を
約
束
し
た
が
、
実
際
に
は

百
万
ト
ン
の
備
蓄
。
し
か
も
今

の
備
蓄
量
は
九
十
五
万
ト
ン
位

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
備
蓄
米

の
放
出
は
米
価
値
下
が
り
に
よ

り
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
価
格

不
安
定
に
よ
り
、
こ
の
制
度
に

も
影
響
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
業
者
に
要
求
さ
れ
れ
ば

こ
れ
か
ら
も
放
出
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
気

持
ち
を
農
家
に
抱
か
せ
、
不
信

を
招
き
か
ね
な
い
。
本
当
に
棚

上
げ
備
蓄
に
値
す
る
こ
と
を
や

っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
最
後
に
大
会
で
も
上
述
の
よ

う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
は
話
題
に

な
っ
た
。
私
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本

の
ア
メ
リ
カ
化
を
促
す
も
の
で
、

そ
の
あ
か
つ
き
に
は
日
本
を
日

本
で
な
く
す
る
た
め
の
、
ア
メ

リ
カ
最
後
の
圧
力
だ
と
思
っ
て

い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
政
府
の
情
報

隠
し
に
あ
っ
て
ど
ん
な
交
渉
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
が
事
前
交
渉
打
ち
切
り
の
運

動
を
起
こ
す
べ
き
だ
と
思
う
。
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進進
一
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
を
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る

圃場内に農舎等を
建てる場合は
許可が必要です

■問合せ：農業委員会(℡45-3654)

 自己所有の農地を農業用施設用地として転用する場合は許可

（200㎡未満は届出が必要ですが許可を要しません）が必要です

ので事前に相談してください。なお、許可のない農地転用につい

ては現状回復等の措置が講じられますので注意してください。転

用許可申請に関する届出書類についてはお問い合わせください。



(4)収量調査の問題点

　
作
況
指
数
「
１
０
２
」
と
な

っ
た
24
年
産
米
（
全
国
）
。
農

林
水
産
省
は
統
計
の
公
表
を
こ

れ
ま
で
と
変
え
た
。
従
来
、
幅

1.7
㎜
の
ふ
る
い
目
を
使
っ
て
計

測
し
「
主
食
用
米
８
２
１
万

ｔ
」
な
ど
と
発
表
し
て
い
た
の

を
、
今
回
か
ら
表
の
よ
う
に
1.7

㎜
か
ら
2.00
㎜
以
上
ま
で
、0.05
㎜

刻
み
に
6
段
階
に
公
表
し
た
の

で
あ
る
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
収
量
調
査

が
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
と
主

張
し
て
き
た
立
場
で
、
今
回
の

結
果
公
表
は
一
歩
前
進
と
思
う

が
、
さ
ら
に
改
善
を
進
め
る
た

め
、
調
査
の
問
題
点
と
改
善
策

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

く
ず
米
収
量
が
作
況
指
数
に
影
響

　
水
稲
収
穫
量
は
米
農
家
だ
け

米
収
穫
量
の
公
表
が

　な
ぜ
変
わ
っ
た
か

委
員

　今
野

　茂
樹

 町村名 当初面積 現有面積 増　減配
分
農
地
の
市
町
村
間

　
　
　
　
　所
有
権
移
動
状
況

10,977ha25.1.1現在

 大潟村 8,976 9,174 198

 男鹿市 674 583 △91

 旧山本町 12 13 1

 旧琴丘町 328 328 0

 八郎潟町       446 400 △46

 旧八竜町 541 466 △75

 その他 0 13 13

 計 10,977 10,977 － 　

単位：ha

10  
 1.70mm 

 
1.75mm 

 
1.80mm 

 
1.85mm 

 
1.90mm 

 
2.00mm 

 
 8,519,000 8,468,000 8,383,000 8,255,000 8,067,000 6,960,000 

 8,210,000 8,161,000 8,079,000 7,955,000 7,775,000 6,708,000 

10a kg  540 537 531 523 511 441 
作成

で
な
く
、
流
通
業
界
に
と
っ
て

も
関
心
の
高
い
数
値
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
必
要
性
が
あ
っ
て

変
更
さ
れ
た
の
か
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
が
、
私
が
問
題
と
思

う
の
は
、

①
幅
1.7
㎜
の
ふ
る
い
目
を
使

う
農
家
は
全
国
で
わ
ず
か
0.7

％
に
す
ぎ
ず
、
1.80
㎜
以
上
の

ふ
る
い
を
使
う
農
家
が
全
体

の
96.8
％
を
占
め
て
い
る
こ
と

②
調
査
が
三
等
米
（
整
粒
歩

合
45
％
）
相
当
の
重
量
を
基

に
計
測
し
て
い
る
の
に
対
し
、

一
等
米
（
同
70
％
）
と
二
等

米
（
同
60
％
）
が
97
％
を
占

め
て
い
る
こ
と

　
つ
ま
り
、
調
査
が
実
態
と
は

異
な
る
基
準
で
行
わ
れ
て
お
り
、

正
確
な
収
穫
量
を
公
表
し
な
け

れ
ば
不
都
合
が
生
じ
る
た
め
で

あ
る
。

　
例
え
ば
、
作
付
面
積
や
作
況

指
数
が
同
じ
で
も
、
1.7
㎜
ク
ラ

ス
の
く
ず
米
割
合
が
多
い
年
と

そ
う
で
な
い
年
で
は
「
実
際
の

収
穫
量
」
に
違
い
が
あ
る
。

　
現
行
の
調
査
方
法
で
は
、
く

ず
米
が
多
く
て
収
量
が
落
ち
て

も
、
く
ず
米
収
量
が
作
況
指
数

を
押
し
上
げ
「
低
収
量
下
で
の

米
価
安
」
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。

23
年
産
の
ス
タ
ー
ト
は
ま
さ
に

そ
う
い
う
年
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
同
年
産
は
作
況
指
数
１
０
１

の
平
年
作
と
発
表
さ
れ
、
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
心

配
が
な
い
22
年
産
よ
り
も
安
値

が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
24
年
初
め
か
ら
6
月
の
端

境
期
に
か
け
て
、
全
国
的
な
品

薄
、
需
給
逼
迫
と
な
り
、
米
価

は
高
騰
し
た
。
逼
迫
は
輸
入
米

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
の
価
格
も
押
し
上

げ
、
一
部
は
国
内
産
よ
り
も
高

値
と
な
り
、
政
府
備
蓄
米
が
放

出
さ
れ
る
な
ど
、
流
通
が
混
乱

し
た
こ
と
を
、
ご
記
憶
の
方
も

多
い
と
思
う
。
こ
れ
は
「
く
ず

米
が
多
く
、
作
況
指
数
ほ
ど
に

は
穫
れ
な
か
っ
た
」
た
め
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
収
穫
量
を
1.7
㎜

の
作
況
指
数
の
み
で
判
断
す
る

こ
と
は
、
く
ず
米
が
指
数
を
左

右
す
る
た
め
危
険
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
水

省
は
収
量
調
査
の
結
果
を
国
民

が
見
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

従
来
の
1.7
㎜
に
加
え
て
1.7
㎜
超

の
ふ
る
い
目
幅
を
用
い
た
収
穫

量
も
「
参
考
」
と
し
て
公
表
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

24
年
産
の
調
査
結
果
は

　
で
は
、
新
た
な
公
表
方
法
で

十
分
だ
ろ
う
か
。
24
年
産
の
調

査
結
果
（
24
年
12
月
7
日
公

表
）
を
見
る
と
、
従
来
の
1.7
㎜

基
準
で
は
主
食
用
米
８
２
１
万

ｔ
、
10
ａ
当
た
り
５
４
０
㎏
で

あ
る
が
、
1.85
㎜
で
は
７
９
５
万

５
，０
０
０
ｔ
、
10
ａ
当
た
り

５
２
３
㎏
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
差
は
10
ａ
当
た
り
17
㎏
。
作

付
面
積
全
体
で
は
約
25
万
５
０

０
０
ｔ
、
1.85
㎜
の
方
が
少
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
1.90
㎜

で
は
７
７
７
万
５
０
０
０
ｔ
、

10
ａ
当
た
り
５
１
１
㎏
で
、
29

㎏
／
10
ａ 

、
全
国
で
約
43
万

５
０
０
０
ｔ
も
少
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
水
稲
収
穫
量

が
基
準
値
し
だ
い
で
大
幅
に
変

動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

1.90
㎜
を
使
う
農
家
が
増
え
て
い

る
中
、
1.7
㎜
で
一
律
に
判
断
す

る
こ
と
は
、
米
価
や
生
産
数
量

目
標
の
配
分
に
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、
加
工
用
に
回
る
く
ず
米

量
を
調
べ
る
な
ど
、
統
計
の
取

り
方
を
改
善
し
精
密
さ
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
私
は
、
米
袋
に
2
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
貼
り
、
出
荷
さ
れ
る

「
実
数
」
を
集
計
す
る
方
式
を

提
案
し
て
い
る
。
是
非
ご
検
討

頂
き
た
い
。



(5) 全国結婚支援セミナー報告

全
国
農
業
新
聞
は

農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
機
関
紙
で
す
。

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る

〝
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
〞で
す
。

│ 

農
業
・
農
政
の
情
報
紙 

│

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う
！！

　
二
月
十
九
、
二
十
日
と
二
日
間

に
渡
っ
て
東
京
の
日
本
青
年
館
で

開
催
さ
れ
た
、
全
国
結
婚
支
援
セ

ミ
ナ
ー
に
浮
田
順
子
さ
ん
と
出
席

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
震
災
は
結

婚
観
を
変
え
た
か
」
と
い
う
ま
さ

に
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
た
内
容

で
し
た
。
最
初
は
、
現
場
か
ら
の

報
告
そ
の
１
と
し
て
福
島
県
よ
り

仮
設
住
宅
や
避
難
先
か
ら
や
っ
て

来
た
人
た
ち
か
ら
、
飯
舘
村
の
軌

跡
の
五
つ
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
役
場
福
祉
課
か
ら
は
震
災

後
の
現
状
未
来
へ
の
被
害
と
葛
藤
、

農
村
女
性
か
ら
は
農
家
の
嫁
か
ら

自
分
ら
し
く
生
き
る
女
性
へ
と
成

長
し
た
過
程
、
出
会
い
事
業
担
当

者
か
ら
は
村
の
出
会
い
事
業
に
つ

い
て
、
最
後
に
震
災
を
乗
り
越
え

て
結
婚
を
決
意
し
た
カ
ッ
プ
ル
の

発
表
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
場
か
ら
の
報
告
そ
の
２
で
は
、

震
災
と
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
で
、
福
島
県
内
の

飲
食
店
は
客
足
が
遠
の
い
た
の
で
、

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
人
口

拡
大
を
目
指
し
、
活
性
化
を
図
ろ

う
と
若
手
飲
食
店
経
営
者
た
ち
が

主
催
し
た
合
コ
ン
、
名
づ
け
て

「
福
コ
ン
」
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
三
千
人
の
若
者
が

集
ま
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
岩
手
県
、
宮
城
県

か
ら
も
、
災
害
は
独
身
者
に
ど

ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
相
談
内
容

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
、

結
婚
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
強

く
な
っ
た
と
い
う
女
性
が
多
い

こ
と
を
知
り
、
希
望
の
再
生
と

し
て
、
地
域
の
結
婚
支
援
の
果

た
す
役
割
の
重
要
性
と
大
切
さ

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

石原　敏子結婚相談アドバイザー 石原 敏敏子結結婚婚相相談談アドバババイイイイザ

震災は
　結婚観を変えたか

異業種交流会構成団体異業種交流会構成団体

団　体　名
会長又は

代表者名

仲村　耕太

大沼　　猛

佐野麻寿美

鎌田　康子

鈴木　裕人

小松　宇拓

松下　　淳

中河　昌士

中島　圭裕

古戸　信介

西3-2-23

西2-3-31

東3-3-34

西1-4-25

西1-2-28

東2-4-15

西3-1-1

西1-2-10

北2-4-4

西2-1-8

45-2185

45-2537

45-2352

45-2792

45-2228

45-2433

45-2947

45-2624

45-2854

45-2003

住　所 連絡先

大潟村青年会

大潟村若妻会

農業近代化

ゼミナール

農協青年部

ＣＥ青年

農業者クラブ

進藤　榮一  ［西１－１・☎45-2220］

埴生　　望  ［東３－１・☎45-2829］

北村　賢造  ［西３－４・☎45-2918］

鎌田　悦子  ［東３－２・☎45-2807］

藤原　良雄  ［西２－１・☎45-2001］

浮田　順子  ［東３－１・☎45-2182］

石原　敏子  ［東３－３・☎45-2486］

高木　茂夫  ［東２－４・☎45-2423］

丹野　文子  ［東２－３・☎45-2619］

川﨑　幸江  ［西３－４・☎45-2916］

結婚相談アドバイザーは次の方々
気軽にご相談を！



(6)農地の貸借・売買

農地を相続した場合は、届出が必要です!!農地を相続した場合は、届出が必要です!!

   農地法の改正により、相続によって農地を取得した方は、その農地

がある農業委員会への届出が必要です。忘れずに届出をしてください。

  なお、この届出は権利取得の効力を発生させるものではありません

ので、ご注意ください。

問い合わせは農業委員会(℡45-3654)まで

もっと広い農地を
耕作したい

農地がもっと
まとまると
効率的なんだが

耕作できないので
貸したい

周りの農家に
迷惑かけたく
ないなぁ

農地の貸借が進むと の双方にメリットがあります・借り手

農地法 農業経営 基盤強化促進法

農 業 委 員農 業 委 員 会 に 相 談会 に 相 談

貸し手

農業委員会が許可します！
農地法による貸借・売買
相手が決まっている場合など

　　市町村が計画作　　　　　成・公告します！
農業経営基盤強化促　　　　　　進法による貸借・売買

農地利用集積
円滑化事業

農地利用集積円滑化団体が
農地所有者の代わりに借り
手・買い手を探します！

都道府県等にある公的機関
（農地保有合理化法人）が
一定期間保有して貸付・売
渡します！

農地保有
合理化事業農用地

利用集積
計画

地域の担い手に　　　　　　　　　　まかせる場合など
市町村が複数の農地の権  　利移動について一喝して定める計画を作成・公告す
ることにより、農地法の  　許可を受けることなく、農地の権利の設定・移転が
行われる仕組み。なお、こ  　れにより設定・移転された貸借権等は、法定更新が
適用されず、存続期間 の  　満了により農地は確実に返還されます。

成　立 権利
移転貸借の場合は、

期限がきたら
自動的に返還

貸借や売買の成立

本事業のメリット

出し手

受け手

申請 許可

農
業
委
員
会

農業委員会のあっせん等により売った場合は、譲渡所得の特別控除
（800万円）が受けられます（農用地区域内農地）。

本事業のメリット
１　期限が来たら自動的に返還され　　　るため、安心して貸すことが出来ます。
２　売った場合は、譲渡所得の特別　　　控除（800万円）が受けられます。

１　戸別所得補償の規模拡大加算

が適用されます。（２万円／10ａ）
２　売買により２つ以上の農地がま

とまりを構成した場合（売買され

る農地が１筆で１ha以上でも可）
に、受け手が10,000円／10ａの交
付金を受けられます。

出し手 受け手集積計画農用地利用

地目

貸借人
貸借人

５年間

存続期間

Ｂ
Ａ

10ａ当たり
10,000円

貸借

畑

本事業のメリット
本事業のメリット

１　数年分の農地の貸借料が一括
前払いされます。

２　売った場合は、譲渡所得の特別
控除（800万円）が受けられます。

買入協議により農地保有合理化
法人が買い入れた場合は、1,500万



(7) 農地の貸借・売買

◎農地の賃貸料情報

　平成23年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借におけ
る賃借料水準（10ａ当り）は、以下のとおりとなっております。
　農地法の改正に伴い、これまでの標準小作料制度が廃止された
ことから、これに代わるものとして、農地（周辺増反地は除く）
の賃貸借の実勢価格を毎年提供するものです。
　周辺増反地については、農業委員会事務局にお問い合わせくだ
さい。

（単位：円/10a）

※データは平成23年１月～12月集計数値

※データ数76の単純平均値

賃借料
 平均額 最高額 最低額

 32,000 40,000 24,000

◎農地の賃貸料情報

もっと広い農地を
耕作したい

農地がもっと
まとまると
効率的なんだが

耕作できないので
貸したい

周りの農家に
迷惑かけたく
ないなぁ

農地の貸借が進むと の双方にメリットがあります・借り手

農地法 農業経営 基盤強化促進法

農 業 委 員農 業 委 員 会 に 相 談会 に 相 談

貸し手

農業委員会が許可します！
農地法による貸借・売買
相手が決まっている場合など

　　市町村が計画作　　　　　成・公告します！
農業経営基盤強化促　　　　　　進法による貸借・売買

農地利用集積
円滑化事業

農地利用集積円滑化団体が
農地所有者の代わりに借り
手・買い手を探します！

都道府県等にある公的機関
（農地保有合理化法人）が
一定期間保有して貸付・売
渡します！

農地保有
合理化事業農用地

利用集積
計画

地域の担い手に　　　　　　　　　　まかせる場合など
市町村が複数の農地の権  　利移動について一喝して定める計画を作成・公告す
ることにより、農地法の  　許可を受けることなく、農地の権利の設定・移転が
行われる仕組み。なお、こ  　れにより設定・移転された貸借権等は、法定更新が
適用されず、存続期間 の  　満了により農地は確実に返還されます。

成　立 権利
移転貸借の場合は、

期限がきたら
自動的に返還

貸借や売買の成立

本事業のメリット

出し手

受け手

申請 許可

農
業
委
員
会

農業委員会のあっせん等により売った場合は、譲渡所得の特別控除
（800万円）が受けられます（農用地区域内農地）。

本事業のメリット
１　期限が来たら自動的に返還され　　　るため、安心して貸すことが出来ます。
２　売った場合は、譲渡所得の特別　　　控除（800万円）が受けられます。

１　戸別所得補償の規模拡大加算

が適用されます。（２万円／10ａ）
２　売買により２つ以上の農地がま

とまりを構成した場合（売買され

る農地が１筆で１ha以上でも可）
に、受け手が10,000円／10ａの交
付金を受けられます。

出し手 受け手集積計画農用地利用

地目

貸借人
貸借人

５年間

存続期間

Ｂ
Ａ

10ａ当たり
10,000円

貸借

畑

本事業のメリット
本事業のメリット

１　数年分の農地の貸借料が一括
前払いされます。

２　売った場合は、譲渡所得の特別
控除（800万円）が受けられます。

買入協議により農地保有合理化
法人が買い入れた場合は、1,500万



農業委員会の活動のあらまし農業委員会の活動のあらまし（平成24年1月～平成24年12月） 今
年
は
農
業
委
員
選
挙
の
あ
る
年
で
す
。
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を
農
業
委
員
会
ま
で

◎定例総会・全員協議会

 １月 11日 第１回農業委員会定例総会・全員協議会
 １月 27日 全員協議会（選挙人名簿の調製）
 １月 31日 第２回農業委員会定例総会・全員協議会
 ３月 １日 第３回農業委員会定例総会・全員協議会
 ４月 ３日 第４回農業委員会定例総会・全員協議会
 ５月 ２日 第５回農業委員会定例総会・全員協議会
 ６月 ５日 第６回農業委員会定例総会・全員協議会
 ７月 ３日 第７回農業委員会定例総会・全員協議会
 ８月 ２日 第８回農業委員会定例総会・全員協議会
 ９月 ４日 全員協議会
 10月 ２日 第９回農業委員会定例総会・全員協議会
 11月 ２日 第10回農業委員会定例総会・全員協議会
 12月 ４日 第11回農業委員会定例総会・全員協議会

◎農地パトロール

 ７月 ３日 農地パトロール
    （農業委員・土地改良区・農協）

 10月 29日 農地パトロール
    （農業委員・土地改良区・農協）

◎部会の開催

 １月 11日 農政部会
    （平成24年農業委員だより編集等）
 １月 20日 平成24年農業委員だより発行
 ８月 ９日  農政部会（第56回秋田県農業委員大会にお

ける要請事項について）

 10月 16日  農政部会（第56回秋田県農業委員大会提出
議案に対する意見について）

 11月 19日 農地部会
    （遊休農地・耕作放棄地等への対応）

 11月 22日 農政部会
    （平成25年農業委員だより発行等）
 12月 20日 農政部会（平成25年農業委員だより編集）

◎ドキワク・異業種交流会

 ２月 ７日  ドキワクアドバイザー・異業種交流会との
合同会議

 ２月 19日 全国結婚研究会議（～20日）
 ６月 21日  ドキワクアドバイザー会議
 ６月 21日  異業種交流会会議
 ７月 12日  異業種交流会会議

 10月 19日  ドキワクアドバイザー会議
 10月 19日  異業種交流会会議
 10月 27日 異業種交流会開催

（バーベキュー：ホテルサンルーラル）

 12月 19日  ドキワクアドバイザー会議
 12月 19日  異業種交流会会議

◎農業会議・秋田中央地区農業委員会会長会関係

 ２月 29日 「地域の農地と担い手を守り活かす運動」
実績検討・研修会（会長・事務局）

 ３月 １日 農業委員及び事務局職員研修
    （秋田中央地区農業委員会会長会）

 ３月 16日 市町村農業委員会会長・事務局長会議
 ３月 16日 秋田県農業会議第103回総会
 ４月 25日 秋田中央地区農業委員会会長会通常総会
 ５月 31日  平成23年度全国農業委員会会長大会及び秋

田県選出国会議員との要請・懇談会

    （～６月１日）

 ７月 25日 秋田県農業会議第104回総会
 ８月 １日  地域の農地と担い手を守り活かす農業委員

研修会（農業会議）

 11月 ５日 第56回秋田県農業委員大会（能代市）
 11月 15日 農業会議市町村巡回訪問 
 12月 ５日  農業者年金加入推進セミナー・農業委員会

会長代表者会議（～６日）

◎関連事業関係

 １月 31日  農業委員研修会（耕作放棄地全体調査等に
ついて）農業委員会主催／講師農業会議

 ２月 14日  大潟村外周辺４市町農業委員会連絡協議会
 ２月 21日 大潟村農作業標準作業料金改訂に伴う受託 
   組合との会議
 ３月 ６日 大潟村４団体連絡協議会
 ７月 18日 農地の境界移動等の和解の仲介
 10月 26日 農地の境界移動等の和解の仲介
 11月 １日 青森県三八地区農業委員会連絡協議会の視 
   察研修
 11月 12日 農地の境界移動等の和解の仲介
 11月 14日 農地の境界移動等の和解の仲介
 11月 19日 農地の境界移動等の和解の仲介
 12月 ７日 農地の境界移動等の和解の仲介打合せ
 12月 10日 農地の境界移動等の和解の仲介打合せ

(8)農業委員会１年間の活動等

■問合せ：農業委員会(℡45-3654)

■少子高齢化時代に強い年金です

■終身年金で80才までの保証付きです
■公的年金ならではの税制上の優遇措置が

あります

■農業の担い手には、手厚い政策支援（保

険料の国庫補助）があります

農業者年金に

加入しましょう！！

詳しくは同時配布のパンフレットをご覧下さい。

表紙の写真は東北二科展入選「モンブラン山群遠望」




